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I 研究の立場

[ 1 研究の歩み

本校音楽科では，平成18年度より 「音楽へのあ

こがれをもち，こだわって取り組む音楽科授業の

創造jのテーマの下 自ら学ぶ意欲を高める よう

な子どもの姿を研究してきたD 具体的には，子ど

もが音楽を聴いて「いいなあ。自分もつくってみ

たい口」というあこがれをもち， 自分のつく った

音楽に対し自分が表現しようとする音楽に こだわ

りをもって取り組んでいく姿を探ってきた。

その結果， 1年次の研究の成果として， 音楽へ

のあこがれをもち，こだわって取り組む子どもの

姿とは， 三つの培う力 (図1参照)を関連させな

がら高め，発揮している状態であることが明 らか

になった。そして，そのような子どもの姿が見ら

れるためには， 創造的に学習が展開されていくよ

うな学習内容が有効であることが，授業実践を通

して明 らかになっ たD

2年次の研究の成果として，創造的に学習が展開されていく よう な学習内容が多く含ま

れる「創作 (音楽づくり )Jの授業において，子どもが三つの培う力を関連させながら よ

り高めたり発揮したりするこ とが分かった。また， 学習内容設定の考え方として，子ども

が確かにイメージをもち，イメージと音楽の要素

とをしっかり結び付けられるような学習内容を設

定することが大切であることが，授業実践を通し

て明らかになった。さら に，学年の発達段階に応

じた自己評価の在り方や，その有用性について明

らかにすることができた。

その一方， 1 . 2年次研究の課題として，子ど

もがあこがれをもってこだわって音楽づくりに取

り組むための指導方法が十分に具体化されていな

かったことが挙げられる O そのため，設定 した学

習内容が妥当なものであっても ，指導方法が十分

でなかったために， 三つの培う 力が高まらなかっ

たり，発揮されなかったりした まま音楽づくりの

活動が進んでしまう状況が見られることがあった。

[2 本年度の研究の方向

これまでの研究の成果と課題を踏まえ，本年度は「音楽へのあこがれをもち，

て取り組む音楽科授業の創造jの研究のまとめをしていきたい。

本年度は，これまでの研究で明らかになった学習内容設定の考え方を根底に置き，子ど

もがあこがれをもってこだわって音楽づくりに取り組むための指導方法に焦点を当てて，

研究を進めていくことにした。
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〈ブケ
[成果と課題]

O 三つの培う力を高めたり発揮したり

している姿が男られた。

O 音楽づくりの毘業において，イメージ

をもち，音楽の要素と結び柑けて表現を

思考していく。・指導方法が具体化されていなかっ疋
だめ，三つの培う力が十分に高まったり

発揮されたりしないことがあった。

【図 2 研究の歩み】

こだわっ
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そのためには，音楽へのあこがれをもち，こだ

わっ て取り組む子どもの姿を確実に表出させるた

めの学習指導 (学習内容，指導方法を含んだも

の) を具体化していくことが必要である D それに

加え，前項で述べたとおり ，r三つの培う力が高

まらなかっ たり，発揮されなかったりしたまま音

楽づくりの活動が進んでしまう」という課題を受

け， 三つの培う力の原動力となっているあこがれ

るおもいやこだわるおもいという部分に着目し，

そのおもいをもち続けるような学習指導を具体化

していく必要があると考えた。以上のことから，

本年度は次のような研究主題を設定した。
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- 指導方法が具体化されていなかった
ため， 三つのf吉う力が十分に高まっ疋り

発揮されなかったりすることがあつだ。
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学習指導の具

体化がl必要。 mv
 

【図 3 研究の方向】

【研究主題】

音楽へのあこがれをもち，こだわって取り組む音楽科授業の創造血

~音楽づくりにあこがれ，こだわるおもいをもち続ける学習指導~

E 本年度の研究内容

u 音楽づくりにあこがれ，こだわるおもいをもち続けるとは

子どもは個人やペア， グループでの活動を通して音楽づくりをしていく 上で，三つの培

う力を関連させて高めたり発揮したりしていく O その一連のプロセスの中で， 三つの培う

力を高めたり発揮した りしてい く原動力となるのは，まず， 創作作品例を聴き，r自分も

やってみたいな。」といった，音楽に対するあこがれをもつことである O それは，特に題材

の始まりの「課題把握jの過程で見られるおも いである O そこでは「こんなふうに音楽を

つくっていけばいいのか。」とい う効力感や 「この楽器が必要だ。Jという必要感といった

「あこがれ，こだわるおもいをもち続ける基になる感覚」を相互に関連し合わせていると

考えられる O

次に， 自分のつくった表現を吟味する中で，rこの楽器とこの楽器を組み合わせて鳴ら

した方が00な感じが出るぞ。Jといった，音楽に対するこだわり をもつことである O そ

れは，主に題材の中間部分の「課題追求 I. II Jの過程で見られるおもいである O そこで

は 「強弱を工夫してみよう 。Jという自己決定感や「私の音は00な感じが出ているぞ。」

という有用感，さらには「自分の音が認められた。」と いう受容感といった「あこがれ，

こだわるおもいをもち続ける基になる感覚」を相互に関連し合わせていると考えられる O

それらの感覚を基にして，子どもはあこがれ，こだわるおもいをもち続けることができ ，

三つの培う力を関連させて高めたり発揮したりすることができると考える D

つまり， r音楽づくりにあこがれ，こだわるおもいを もち続けるjとは，音楽づくりを

進めていく 一連の課題解決の過程の中で 「あこがれ，こだわるおもいをもち続ける基にな

る感覚」が働くことで，三つの培う力が高まったり，発揮されたりしていることであると

考える O 次頁に 「音楽づくりにあこがれ，こだわるおもいをもち続ける感覚」の例を示す。
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【表 1 学習過程ごとに見られる，音楽づくりにあこがれ，こだわるおもいをもち続ける基になる感覚の例】

学習過程 主な学習活動
あ」がれるおもいをもち続ける 」だわるおもいをちち続ける

基になる感覚の例 基になる感覚の倒

課題把握 範奏・範唱を聴く 刻力感 自己決定感

音楽づくりの作品 。「こんなふうに音楽をつくれ 。「自分のイメージしだような

例を演奏する ばいいのか。私もやってみだ 音楽をつくるぞ。」

いな。」

課題追求 I イメージを設定 必要感 有 用 感

い音楽づくりをす 。rOOな感じを出すために 。「ぼくの音は.00な感じを表

る中で.イメージと は，この楽器とこの楽器が脳 すだめに絶対必要なんだな。」

音楽の要素とを結 要だ。」 刻 力 感

び付ける 「自分のイメージした音楽に

練習する 近づいているぞ。」

中目E発表・ 自分のつくった音 有能感 有 能 感

鑑賞 I 楽を発表する
O 

「みんなの前で発表できた。最
O 

「自分のイメージしたような

(中間発表〉 友達のつくった音 終発表1el:0班のようにもっと 音楽づくりが，ひとます、できた

楽を鑑賞する いい演奏をするぞ。」 よ。」

課題追求E イメージと音楽の 自己決定感 自己決 定 感

要素との結び伺け
O 

「自分のイメージがもっと伝
O 

「中間発表ではもっと音を小

を改善する わるように，ムムを工夫して さくと言われたんだけど，ゃっ

練習する みるよ。」 ぱり大きいほうがいいよ。」

キ目E発表・ 自分のつくった音 蛍容J惑 受容感

鑑賞E 楽を発表する
O 

「ぼくの班の00な感じは，ム 。「私のつくつだ音楽はムムな
(最終発表〉 友達のつくった音 班のようにあの楽器を使えば 感じがよく伝わるってほめら

楽を鑑賞する もっと出せたんだな。」 れ疋よ。」

まとめ 」れまでの学習を O 受容感 O 有能感

振り返る 「次は.00さんのような音楽 「自分のイメージしたような

をつくりたいな。」 音楽づくりができだよ。」

O よく見られる感覚 O 見られる感覚

[2 音楽づくりにあこがれ，こだわるおもいをもち続ける学習指導とは

子どもの， 音楽づくりへのあこがれるおもいや

こだわるおもいを着眼点にし，そのおもいをもち

続ける姿を見取り，分析することで， 三つの培う

力が身に付け られているかが分かる D

おもいをもち続けている姿が見られるときは，

2年次研究で明 らかになった学習内容設定の考え

方を根底にして，具体的な指導方法を吟味 してい

くようにする O

おもいをもち続けている姿が見られないときに

は， r音楽づくりにあこがれ こだわるおもいを

もち続ける基になる感覚Jのどの部分の感じ取り

が不足しているかを見取り，その視点から学習内

容の見直しゃ，指導方法の吟味を行っていく よう

にする O

つまり，音楽づ くりにあこがれ，こだわるおも

いをもち続ける学習指導とは 三つの培う力を確

実に高めたり発揮させたりするための，イメージ

を大切にした学習内容や指導方法のことである O

77 

学習内容設定の

考え方

見られない

演 の不足の見取り

指導単調
官 民R25

[図4音楽づくりにあこがれ，こだわるおもいをもち続ける学習指導]
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(3 音楽づくりにあこがれ，こだわるおもいをもち続ける学習指導の具体化

(1) 音楽づくりにあこがれ，こだわるおもいをもち続ける学習内容

2年次研究において，音楽へのあ

こがれをもち，こだわって取り組む

子どもの姿が見られるためには， イ

メージを明確にもち，そのイメージ

と音楽の要素とをしっかり結び付け

られるような学習内容を設定するこ

とが有効であることを明らかにして

いる O 基本的には，本年度の研究も

その学習内容設定の考え方を根底に

置く O

図5のように，音楽づくりにあこ

がれ，こだわりをもち続ける姿が見

られないときには，I音楽づくりに

あこがれ，こだわるおもいをもち続

ける基になる感覚jに着目する O そ

して，現在不足していると考えられ

る感覚([表 11参照)を感じさせら

れるように， 題材のねらいや特性か

ら見直していく ようにする O

第 2学 年 「虫 の 声 づくり」における 例

4鳥
グループで虫の声を楽器でつくる活動

で.自分のイメージした虫の戸が，この楽

器のこんな音の出し方でいいのか分から

ないだめ，音楽づくりにあこがれ，こだわ

り続ける姿が見られない。

「自分のつくった虫の声がク。ループの中で必要とされ

ている」という「宣用感」を昧わわせることが必要。

4こコ7

そのだめに，グループの友達が「虫の声らしく，音を

小さくするJという，イメージ (虫の声)と音楽の要素

(強弱〉を結び付ける思考をすることが求められる。

「虫の声の大きさに種目す

る」学習内容へ見直す。

題材の特性

「小さな虫の声を工夫して表す」

[図5 音楽づくりにあこがれ，こだわるおもいをもち続ける学習内容の例]

日。
門

i

(2) 音楽づくりにあこがれ，こだわるおもいをもち続ける指導方法

学習内容設定の考え方を根底にして，子どもが音楽づくりにあこがれ，こだわるおも

いをもち続けることができるような指導方法を検討し，それを「指導方法の要件jとし

てまとめた。

要件設定の考え方として，その中心のあるのが場の設定の大切さ である O 各学年で重

点的に位置付けることにした。また， 三つの音楽づくりのパターン (音遊び¥リズム ・

ふしづくり，自由な音楽づくり) で指導方法が異なってくるため， 三つに分けて検討し

ていくようにした。具体的には，パターンごとに指導方法の視点として 「学習過程J，
「学習活動J，r学習形態J，r学習の場J，r教師の具体的な働きかけJ，r評価方法Jを設

けた。また，各パターンにおいては同じよう

な指導方法で学習を進めていけるため， パ

ターンごとに要件を設定 した。

さらに，題材レベルにおいては，各パター

ンの指導方法の要件を通した，具体的な指導

方法を位置付けることにした。この要件を基

にして，各学年の発達段階を考慮し，指導計

画を立てていくことになる O 次ページ [表

2 1に， 三つの音楽づくりのパターンのうち，

「音遊びjのパタ ーンにおける指導方法の要

件を例として示す。 【音楽づくりを進める子どもに働きかける教師】
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【表2 音楽づくりパターン「音遊び」における指導方法の要件】

学習過程

謹霊盟墨

学 習 活 動

1 作晶例を聴

く。

作品例のイ l
i メージ
1年…楽レ<

スキ ップし
ながら学校

ヘ行きます。

2年楽しく

スキ ップし

ながら学絞

ヘ行き ます
が，途中で雨

がふ って き

ました。さあ

だいへん。

2 感じたこと

や気付いた こ

とを話し合う。

3 作品例をj寅

奏する。

学習形態

全

全-j固

個件全

学習の燭(環境設定〉

O 一斉に聴いたり演奏し

だりすることができるよ

うな湯

( 園

I 00 00 00 00 
00 00 00 00 

i 00 00 00 00 

O 楽器ごとの演奏をする

ことができるような揚

;タンブ 力スタ トライ i 
lリン 平ッ卜 すすアングル 1 

00 00 00 00 
00 00 00 00 
00 00 00 00 

教師の具体的な働きかけ

O 音楽づくりへの意欲付けを図るため

に，創作作呂例を聴力せるようにする。

O 設定しているイメージと音楽の要素

とを結び付けることができるようにす

るために「どうレてスキップするのは

タンプリンの音がいいのかな。」や 「ど

うしてタンプリンを激しく振っている

のかな。」などと問いかける。

[作晶例の演奏の仕方】

1年 タッ力のリズムでタンプリン

をだたく。小さい音→大きい音

にすると，期待の高まりも表現

できる。

2年ータッ力のリ ズムでタンプリン

をたたいているが.途中から激

レく綴る。Jj¥さい音→大きい音

にすると.雨の降ってくる僚子

がさらに表現できる。

O 音楽づくりへの苦手意識をなくすだ

めに，作品例を演奏させるようにする。

O 技能を確かなものにするために，楽

器の持ち方を知らせるようにする。

評価方法

1 鑑賞

態 度の
観察

2 感想

発表

3 練習

の僚子

観察

演 奏

発表

翠墨追韮

盟互主主ょ
鑑草

主ι主Q

1 おはなしづ

くり (イメージ

設定〉をする。

2 おはなしに

合うような音

楽づくりをす

る。

3 つくつだ音

楽を，となりの

友達どうレで

隠さ合う。

4 聴いてもら

った友達や先

生からアドバ

イスをちらう。

5 友達や先生

のアド バイス
を基にして，再

度音楽づくり

をする。

1 つくっ た音

楽を発表する。

2 発表に対す

る意見・感想を

話し合う。

1 この学習を

通して楽レか

つだことや，で

きるよ うにな

っだこ とを話

し合う。

ペア

ペア ・個

1固一全

個宇中全

1固 O 個人で音楽づくりがで

きるような揚

! となりの子どもと離 1 
1し，ランダムに座る。 i 
000  0 

o 
00 0 

O イメ ージをもたせやすくするため I1 様子

に，日常生活の中の湯面を想起させる。| 観察

O 多様なイメージを引き出すために，

設定しだイメージを全体で紹介し合

つ。
O イメージを明確にもたせるために，

「どうレて力スタネットを選んだの。」

や「どうレてその速さにレたの。」など，

どの音楽の要素と結び付いているのか

を尋ねるようにする。

【ここでの音楽の要素]

リズム，速度，音色 (楽器〉

発展として強弱

O イメージと音楽の要素との結び付き

を明確にするために，出てきだ意見を

黒板に整理する。

O 聴く側が音楽の要素を想像しながら

聴くことができるようにするために.

設定したイメージを発表してから演奏

させるようにする。
O 意見 ・感想発表の際は.発表した子

どもが達成感を味わえるように，よか

ったところを中山に述べさせるように

する。

O 次の題材ち意欲をもってがんばろっ

という態度をもたせるために.楽しか

ったことやできるようになったことを

発表させるようにする。

O 次の題材も意欲をもってがんばろう

という態度をもたせるために， イメー

ジと音楽の要素とを結び惜けた演奏が

できたことを称賛する。

2 練習

の様子

観察

3 活動

の様子
観察

演奏

発表

4 話合

い の 綴
子観察

5 練習

の 僚子
観察

1 演奏

発表

2 感想

発表

1 感想

発表

2 学習

力一ド

i固

1固
O ペアで学び合いができ

るような揚

l 長いす l 

j1o 0 ム ム

O 発表の甥

i O J 

にコ仁コ i
i仁コ仁コ !

個

↓

全

O 一斉に友達の意見や感

想が潤けるような甥

Q
J
 

円

i
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指導方法がより効果的に働くためには，子どもが音楽づくりにあこがれ，こだわるおも

いをもち続けているかを見取るための， 教師側の評価や自己評価，相互評価が大切である O

教師側の評価は，題材の目標から分析したものを評価規準として設定し， 三つの培う力

ごとに見取る観点を設定したものを基に行っていく O 授業実践を通して明らかになった具

体的な評価方法は，以下の [表 31の通りである o r関心・意欲，態度」は様子観察や記

述等で， r音楽のっくり方を学ぶ力jは言語表現等で， r感覚 ・技能・知識Jは音楽表現

等で評価していくと見取りやすいことが明らかになった。

【表3 音楽づくりにおける具体的な評価方法と，三つの培う力の見取りやすさの関係】

具 体的な評価方法
関I~\ ・意 音楽のっくり 感覚・按
欲.態度 方を学15i力 能・知識

a 意見 ・感想 i 範奏や範唱を聴い疋り，友達のつくった音楽を聴い
O 。 O 5喜 発表 iたりレて，それに対する意見や感想で見取る。

表 話合いの グループやペアの活動の中で，どのよつな意男のや
現 僚子観察 jりとりで行われているか，話合いの様子で見取る。 O 。 O 
音 練習の

個人やペア.グループの中での練習の様子で見取る。 。 O 。
楽 様子観察
表 相E発表 ・鑑賞の過程で，演奏発表を聴く」とで男
I見 演奏発表 i 取る。 ム O 。
鑑 鑑賞の 範奏・範唱や友達のつくつだ音楽を聴いている僚子

O ム賞 様子観察 で見取る。 ム

楽譜・
つくった音楽を記譜しだ楽譜や図形楽譜で貝取る。 ム O O dC 図形楽譜

述 子:習力一ド 学習前や学習後の感想，友達の演奏IZ:::対する感想等 。。 O iを書いた学習力一ドで見取る。

O 十分に見取りゃすい O 見取りやすい ム 見取りにくい

また 2年次の研究において， r関心 -意欲，態度」に対する自己評価の基本的な考え

方を確立している O 特に，題材の学習前の自己評価と学習後の自己評価を比較し， r関
心・ 意欲，態度」の高ま った自分の姿を見つめ，自分自身を高めていく力を付けられるよ

うにした。

さらに，音楽づくりの活動においては，自分のつく った音楽にかかわるのはもちろんで

あるが， 友達のつくった音楽にも耳を傾け，感じ取ることが内容的にも時間的にも大きな

ウエイ卜を占めており，つくった音楽に対して互いに評価していくことが大切であると考

える O 本年度は， 2年次に研究したその自己評価の考えを踏襲しながら， 互いのよさを認

め合うことができるような相互評価の在り方 も明らかにした。

具体的には， r相互発表・鑑賞 1. II Jの学習過程において， 三つの培う力が高まった

り発揮したりしていたかを，つくった音楽のよ

さという点から互いに認め合う学び合いの場を

設定 したり， r課題追求 1. II Jの過程におい

て， つくっている途中の段階で互いに意見を述

べ合う学び合いの場を設定 したりした。その活

動の中で，次時に向けて互いのつくった音楽を

さらに向上させられるように形成的評価をして

いくことが大切であると考える O

-80-

イメージがちてましたか.

やる軍ほどうでしlo.tJ.

工夫まとうでしたか.

演賓はどうでし~tJ.

これ@功例-t-..ヴ~ ') 1':. いわいうTJごヒU:めITJがら
生。，'<!h~'17"" J>， I~怜 . 昔本っくリをしTい4レr:ね.

【図 6 自己・相互評価を盛り込んだ学習カード】
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皿 綬業プラン例

題材名「リス、ムにのってJ(4年 4月"-'5月・全8時間〉

【題材の目標】

O リズムの組合せに関山をもち，拍の流れにのって表現できているかを振り返りながら，進んで活

動に取り組むことができる。 [関I~\ ・意欲，態度〕

O 自分たちのイメージに合うリズムフレーズや，楽器の組合せを考えながら，イメージに合ったリ

ズム伴奏を工夫することができる。【音楽のっくり方を学iSi力】

O 拍の流れにのってリズムフレーズやリズム伴奏を演奏することができる。【感覚 ・技能・知識〕

教材 「ブラジル」パローゾ作曲/リズムあそび/rおどれサンパ」中村佐和子作詞ブラジル民謡/rいろんな木の実」中山知子作詞西インド諸島民謡

学習過程 ゴ戸ム~、 習 j舌 動 学習の揚・形態 (0 椅子 。 机〉
O 斉c聴く」とができ， ペアでの活動

課
リズムや楽器の音色に気を甘けてきこう。 ができるような揚 〈全→ペア〉

題
O 「ブフジル」を聴き，自の感じゃ演奏レている楽器の音色 lスピー力一| |スビーカー|

把 について話し合う。
00 00 00 00 

i屋 O サンパのリズムに合わせて，身体反応をする。
00 00 00 00 O ペアになり，手拍子や足拍子で4拍子のリズム模倣やリズ

ム問答をする。 00 00 00 00 
ー一一一一一-一一

リズムにのって楽しく歌おう。
O グループごとに活動できるような揚

C 。。課 O 「おどれサンJ'iJを聴き， 曲の感じcついて話し合つ。
O 歌詞唱レ，旋律把握をする。

題
O 「ばんそう」のふしを歌って， サンパのリズムを楽レむ。 O ※ 机ち 。追 ね器切ムを組み合わせて サンパ川均 |

求
んそうしよう。

O 楽器ごとに活動ができるよつな揚
o iばんそっ」の範奏を聴き，演奏している楽器の音色やリズ
ムについて話し合う。 lシ工ー力一|

O グループで役割を決め， 練習する。 |アゴゴベル| |フロアートム|
O グループごとに発表する。

E果 リズムにのって楽しく歌おう。
O 一斉に聴くことができるような揚

題?握巴
O 「いろんな木の実」を聴き， 曲の感じについて話し合う。 O グループごとに活動できるような揚
O リズムにのって二部合唱する。 →学び合いができるような揚

5畢

18 白 日|課題追求
リズムばんそっ叩合わせて一わせてえんそっ |

題 しよう。

O グル ブごとC.自分たちのイ 〔使用楽器例〕
追 メージに合うようなリズム伴奏を すす， トライアン O 中間発表の揚

相 つくるε グル， 力ウベル，

Q 民吉求 鑑 豆 自分たちのイメージc合っている タンプリン， カス賞発
か気を伺けながら.つくったリズムI表 タネッ ト，シ工一 Do  E 伴奏の中間発表をしよう。

力一， アゴゴベル，
一一ー一一一 O 中間発表・鑑賞する。 フロアートム，ク
τt性 課題追 O さらに工夫することを話し合う。 ラベス，ギ口 O 練り上げの活動ができるような場。※ 机員。 。同・ーーーー一一一-一一

|つくったリズム伴奏を練り上げよう。
中目
E O 発表での反省を基に， さらに練り上げる。

O 。発
|つくつだリズム伴奏の最終発表をしよう。 U 表

まと
O 相E発表 ・鑑賞する。 O 

巨主ヨ のb賓
鑑賞

叉'"

め
O 学習のまとめをする。 C E 聞なイメージ 一 一

まと
てつくっていくのが楽しかった。 00 00 00 00 

にぎやかなイメージがでるように，リズム伴奏を速く 00 00 00 00 
め 演奏できた。 O 一斉に友達の意見や感想が聞けるよ

うな揚

可
E
ioo
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【こんな学習内容に】

子どちが音楽づくりにあこがれ，こだわる思いをもち続けるために，自分たちでイメージを設定し，

そのイメージに合うような音色の楽器やリズムを組み合わせて，リズム伴奏をつくるような学習内容を

設定しまレた。

【ここだけはおさえたい〕

4年生の「リズム・i3¥しづくり」の活動では，音楽の要素の中でもリズム，強弱，速度，音色を工夫しながら，

音楽づくりを進めていくことが大切になります。自分たちの設定したイメージを，これらの要素と結びげけ

ていくことによって.["こんなイメージだからこんな音色の楽器を使ったjというように自分たちの音楽へ

のこだわりち生まれます。音楽づくりはもちろん.i乍昂の鑑量や自己評価・相互評価の中でも，絶えずイメー

ジと音楽の要素とを結び何けられるような発問や指示をするとよいでしょう。

O 子どもたちにサンパの雰囲気を味わわせるだめに，ラテン楽器を準備
し，簡単な鳴らし方を説明する。

O サンパのリズムに親しむ疋めに，体を揺らすなどの身体反応の活動を
取り入れるようにする。 I.，一世 札均時制則ワーヲシート

O 楽器ごとのリズムの遣いを感じ I出血山山-1I!日山山 l->..I相臨時二:四 l 

取ることができるようにするだめ l 門 | 

に，リズムを口ずさむ活動を取り'… I 帽

入れるようにする。

O リズムにのって，歌うことがで
きるようにするだめl乙シンコペ
ーションのリズムに気を付けて歌
わせるようにする。 (ワークシート例]

O リズム伴奏の工夫がスムーズにできるようにするために，曲に却する
イメージをちだせ，ワークシートに記入させるようにする。 1 (グループでの

O 自分疋ちのイメージにふさわしい音色の楽器やリズムとはどんなも | 練習風景】
のかを考えるよう悶言する。 10 イメージと音楽の要素とを結び付け

O イメージが偏らないようにするために，歌詞に必ずしもとらわれなく| て，楽器やリズムの工夫ができる。

てよいことを伝える。 一一(-幸三冠王ぢか語語じ走マヌ二0) -:1 企 リズムづくりが進まない子には，教

O 蹄く側が，イメージ 暑い夏の日にみんなでおどっている様子 :1 師がいろいろなリズムパターンを鑓示し，
と音楽の要素とを結び: ・ いろいろな動物が出てきて楽しい様子 rこのリズムだったらと・んな感じがする?J
付けて聴くことができ 1 ・ ぃろいろな果物がなっている様子 :1 と問いかけるようにする。
るようにするために 動物たちが楽しくおどっている様子 :1 企 同じ楽器を選択した子どもたち同士
設定したイメージを発表し1・ 楽レくスキップをしている様子 :1 で集まり，おEいの作晶を聴き合うよ

てから演奏させるようにす1・ ぽかぽかしだ陽気でのんびりした禄子 :1 うにする。
る。・ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・一一一ーー・ -~ I 0 友達の作晶について， イメージと音楽

O 次時の繰り上げの活動でのねらいがち画面凶~"-E a，dF'司 | の要素とを結び付けて意見や感想を述べ

てるようにするために.他のグループの圃・E悩号~_ ，_ø'-・・・眠 | ることができる。

演奏を聴き，自分たちの演奏の参者とな~竺て \1!LJ咽・・・I 1 A I速度Id:JI音色leむなど音楽の要素
るような揚の設定を行うようにする。 〓“幽・岨.，*~I を提示し，イメージと合っているところや

O 最終発表に向けて，自分疋ちの作品が固F・園田園田園閣圃| 合っていないところについて述べさせる。

友達の7フドJ'iイスをちとにどのように 畳8 .41圃・E耳・・咽u.. ・10 自分の高まりや友達の高まりについて
蛮わったか述べられるようにさぜておく。・・・圃F盟国国E事・・・・・・| 発表させたり，学習力一ドに記入させた

りする。
[振り返りカード例 (相E評価部分))

1J~-1ø 1 ハ川， 1 1附l:tM:~I: 111\~(\fHMjl 
~t:~øn( 1vvCIVlliMhn¥t:o 1 n\t~n\')L 

Mi~JIU' I門附， 1イJ-~I:~j~jtJ I州1川; I:~
jtltj¥ 1 ULNV 1 tti~~~ H¥t:

o 
1 ~ 'JÂMbHlt:。

教師の具体的な働きかけ

O イメージをふくらませる
[子どもたちの反応]

ことができるようにするた
すごく派手な衣装だ。

めに.リオのカーニバルの
笑い声ゃにぎやかな音が聞こえそう。 ; 

写真を見せるようにする。
1 ・ 日本にはないような感じ。

丁
斗

I
T

十+

O 自分や友達の高まりを振り返ることができるようにするために，なぜ
学習に一生懸命取り組めたのかということや，自分や友達が工夫したこ
と，技能が高まったことなどについて，学習力一ドで振り遅らせるよう

にする。 I
t 相E評価の際Id:.だだ友達のよいところを書かせる
のではなく.I演奏の高まりについて」や.Iイメージ
に合うような士夫について」というような観点を与え
て書かせるようにします。これを繰り返すことで，音
楽的側面から友達を評価する目が育っていきます。

評価規準 (0)と手立て(企〉

O イメージを明確にちつことができる。
企 写真の情票や，人々の表情，服の色

に着目さぜ，それらからどのようなイ
メージを連想するか問いかけたり，映

像を男せてリオのカーニバルについて
補説したりする。

O 楽器の基本的な奏法を理解することが
できる。
企 正しい奏法とそうでない奏法を教師
が提示し，音色の遣いをとらえさせる。

O サンパのリズムにのって演奏したり，
身体反応をしたりすることができる。
企 リズム唱を教師と模倣形式でしだり
肩を軽<叩

いて拍の流
れを感じさ
せだりする。

ワU0
0
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題材名「情崇を音 楽で表そう J(6年 11月'""'12月・全5時間)

【題材の目標〕

O 情景を音楽で表すことに関I~\をもち， イメージに合った音楽になっているかを振り返りながら，

進んで活動に取り組むことができる。 [関I~\ .意欲，態度〕

O 自分たちのもつイメージに合うように音楽の要素と結び位けて，グループで工夫して音楽づくり

を進めることができる。【音楽のっくり方を学15¥力〕

O 全体の構成や音の重なりを工夫レて，音楽をつくって表現することができる。

【感覚 ・技能・知識】

教材・・ ・組曲「惑星」より「金星」 ホルスト作曲

学習過程 ムチム.<， 習 活 動 学習の場・形態(0…椅予 O …机)

課 情景を思い浮かべながら聴」つ。l O 一斉に聴いたりj寅奏しだりする」とが

題 o I主星」を聴き感じたことや気付いたことを発表する。 できるような場

把 O どんな様子を表しているの力¥なぜそう感じるのかを話し合 |スピー力一| |スピー力一|

J屋 つ。 00 00 00 00 
00 00 00 00 

|自分たちの小ジに合うように宇由の情景を音楽で表そう。|
00 00 00 00 

i果 O グループごとに音楽づくりができるよ

題 O 範奏を聴きどんな宇宙の情景かを想像する。 うな場

追 O グループでテーマを決定し，テーマに合う楽器を選び，音楽 O 。Q 
求 づくりをする。

※机は離す

くつぐ7 τつO 相互発表・鑑賞をする。

O 意見や反省を墓に，工夫することを確認する。 o 2グループでの学び合いができるよう
一一一一一一ー一一

自分たちのイメージと合っているか気を伺けながら，中間
な場 C 

本目 発表をしよう。 U 
E O 中間発表の場
発
表 O 中間発表・鑑賞をする。

g~~~Q2 鑑 O テーマと音楽の要素が結び付いている部分ゃそうでない部

富 分など意見を出し合う。

O 意見や感想を墓に，今後練り直していく課題の部分を明確に

する。 O 練り上げの活動ができるような場

|情票がもっ以伝問うに つく活 問 り上げぬ|5果 C 題
追 ※机は離す
求 O 意見や感想を墓に，グループで音楽を練り上げる。 亡7E 

本日

|つく泊楽の最終発表をしようE O 最終発表の場

発 。
表

O 相互発表・鑑賞をする. 00 00 00 00 
鑑

O グループごとの発表に対して，中間発表と比べて良くなった
00 00 00 00 

ま 貰 00 00 00 00 

と E 点を中心に意見・感想を話し合う。 O 一斉に友だちの意見や感想が聞ける

め O 学習のまとめをする。 ような場

つdoo 
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[こんな学習内容に)

本題材では，自分たちのテーマに合う音楽を工夫してつくることを目標としています。そのために，途中で場面の移り変

わりのあるテーマを設定し，イメ ジと音楽の要素を結び{寸けながら宇宙の情景を音楽で表す学習内容を設定しました。

[ここだけはおさえたい]

6年生の「自由な音楽づくりjの活動では，自分たちの設定したテーマに合うように，これまでに学習した音楽の諸要素を

結び伺けて学習を進めていきます。特に，場面の移り変わりが分かるように.曲の構成を工夫したり，音楽の要素の組合せを

工夫したりしていくことが大切になります.また，相互発表・鑑賞では，イメージと音楽の要素とを結び付けながら互いに聴き

合う場を設定することで，自分たちの音楽にこだわる思いや友だちの音楽にあこがれをもたせることにつながるでしょう。

教師の具体的な働き力、け 評価規準(0)と手立て(企)

O イメージと音楽の要素を結び惜けることができるようにするために.10 情景を想像しながら聴くことができ

「どうしてそんな速さや強弱になっているのかな」などと問いかけるよう | る。

にする。 1 企 どんな音色や強弱になっているかを考え

O イメージをもたせやすくするだめに、宇宙の写真を黒板に掲示する。| させる。

O イメージと音楽の要素との結び甘さがはっきり分かるようにするた 10 イメージを明確にもつことができる。

めに， 場面の移り変わりのあるテーマを霞定させるようにする。
r-ーー ーーーーーーーーーーー ーーー ーー ーー・ーーーーーーー ーーー ーー ーー

[子どもたちの設定し疋テーマ :I [臣用楽器例]

宇宙船で静かな旅をしているが，流星群に遭遇し.避けな トーンチャイム，

がら突き進んでいき，最後は地球に戻ってくる。 トライアングル，

字宙旅行中に宇宙人に出会し1激しく戦うが，仲良くなりー 1 I タンプリメすず

緒に宇宙旅行を楽レむ。 キ ボード

ー一一一ーーーーーー・ーーーーー ーー ーー----ーーーーー ーーーーーーーーー

O 音楽づくりが進まないグループには，音楽の要素を選択しやすくす

企 写真を男たり，給に描かせ疋りする。

... 教師が範奏レ，イメージと音楽の要素

が結び付いているか考えさせる。

O 自分たちで

決めたきまり

に従って演奏

することがで

きる。
.;:::: 

[練習風景〕

るだめに， 音楽の要豪にはリズム.強弱.速度.音色などがあることを助言 |企 拍の流れにのれない揚合は，手拍子や

する。 1 軽<背中を凹くなどする。

O イメージと音楽の要素とを明確に結び惜けるために.他のグループ |企 おEいの表現を聴き合い，いろいろな

に意見を述べるときには， 音楽の要衰のうち.何が潰実と合っているの | 音楽表現の可能性を知る。

か.合っていないのかを述べさぜるように聞言する。 10 イメージと音楽の要素とを結び伺けて

O 次時での練り上げの時間での課題を明確にする疋めに.i誰の意見・ | 聴くことができる。

感想をもとにJ.iどのイメージの部分の音楽の要素を練り上げていく |企 教師が音楽の要素を黒板に掲示する。

のか」を明らかにさせておくようにする。 1 企 揚面に合う

O 最終発表に向け課題を明確にするために，中間発表会の演奏から音 | 要素は何なの

楽のどの部分をどのように変えたかを述べられるようにさぜておく。 1 かを教師の範

O 発表しだグループに達成感をもたせるだめに，中間発表と比べて良 ! 奏を聴いて考

くなった点を中山に意見・ 感想を述べさせるようにする。

O 自分や友だちの高まりを振り返ること

ができるようにするために.イメージと音

楽の要素を結び付けた演奏ができたことや.自

分や友だちが工夫したことなどについて，

学習力一ドで振り返らぜるようにする。

巨匠5

00さん

00さん

がんばコていたζと

闘!il1itiづいて〈る曜子出由。る

4うE音色豊工夫してし¥Ie.

どのI);(AI::する自在直コてW~

らPドJ¥イスをしてくれた.

-84-

える。
[練り上げの風景】

O 自分たちで決めたきまりに従って演奏

することができる。

O イメージと音楽の要素を結び付けて音

楽づくりを聴くことができる。
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W 研究の成果と課題

「音楽へのあこがれをもち こだわって取り組む音楽科授業の創造」という研究主題

の下，子どもの姿(目標)・学習内容 ・指導方法と 3年間にわたり研究を進めてきた。

3年次に当たる本年度の研究 本シリーズの成果 並びに本シリーズの研究の課題をま

とめると以下のようになる O

[1 研究の成果

【本年度研究の成果】

O 子どもが音楽づくりにあこがれ こだわるおもいをもち続けるために，学習内容設

定の考え方を再構築し，具体的な指導方法を明らかにすることができた。

O 音楽づくりのパターンごとに指導方法の要件を設定したことで，題材全体の指導計

画や授業づくりの基本的な流れを提示することができた。

O お互いの音楽づくりを，それまでの学び合いのよさ等から認め合い，次時に向けて

課題を明確にできるような相互評価についての考え方を明らかにすることができた。

【本シリーズの成果】

O 音楽へのあこがれをもち こだわって取り組む子どもの姿を 三つの培う力の関連

から明らかにすることができ，そのような姿が見られるように，学習内容設定の考え

方や，指導方法の在り方を明らかにすることができた。

O 音楽づくりの授業における，学年の発達段階に応じた自己評価・相互評価の考え方

を明らかにすることができた。

[2 研究の課題

o r音楽づくり」以外の内容のまとまり 〈歌唱 ・器楽 ・鑑賞〉においても，学ぶ意欲

を高めるような子どもの姿を探り，学習内容設定の考え方や指導方法を研究していく

必要がある O

O 唱歌や民謡，郷土に伝わるうたに興味 ・関心を示し 進んで表現したり鑑賞したり

するような学習内容 -指導方法を研究し 我が国の音楽文化に愛着をもっ子どもを育

成していく必要がある O
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